	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成２７年１０月２０日（火）午前１０時００分

	閉会日
	平成２７年１０月２０日（火）午前１１時１７分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委員長　　佐野尚人
副委員長　　山田かずひこ
委員　　伊藤祐司　　加藤和男　　川合保生

吉田ひでき　

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	副市長　　　　　　　　鈴木孝美
総務部長　　　　　　　布川一重
総務部次長兼財政課長　中西直起

課長補佐兼財政係長　　嵯峨　剛

収納課長　　　　　　　加藤孝之

くらし文化部次長兼たつせがある課長　加藤正純

地域協働係長　　　　　山崎暢之
安心安全課長　　　　　川本保則

産業課長　　　　　　　福岡智浩

福祉部次長兼福祉課長　清水　修

福祉係長　　　　　　　野田　聡

長寿課長　　　　　　　水野敬久

いきいき長寿係長　　　北川考志

子育て支援課長　　　　山端剛史

課長補佐　　　　　　　門前　健

健康推進課長　　　　　加藤登美子

区画整理課長　　　　　加藤英之

公園西駅開発推進室長兼開発推進係長　　川本満男

課長補佐兼区画整理係長　山本晃司

専門員　　　　　　　　富田昌樹

土木課課長補佐　　　　矢野克明

教育総務課長　　　　　角谷俊卓
計２１人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　木村さゆり
議会事務局長　　野田和裕　　　主任　　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言

議案第４３号

財政課長　　　議案第４３号平成２７年度長久手市一般会計補正予算（第３号）について説明

加藤委員　　　長湫南部土地区画整理組合からの寄附金総額はどの程度か。
財政課長　　　総額で７億４,４００万円程度を見込んでいる。
山田委員　　　民生寄附金４００万円の寄附元の内訳はどのようか。
財政課長　　　本州建設株式会社３００万円、中尾産業株式会社１００万円である。また、中尾産業株式会社から別途防災寄附金として５０万円頂いている。
山田委員　　　防災寄附金の具体的な使用方法は何か。

財政補佐兼係長　ラップポントレッカーという防災用トイレ３台の購入費用である。
山田委員　　　長湫南部土地区画整理組合からの寄附金で予算措置された市が洞小学校学校管理用備品及び一般教材備品とは、具体的にどのようなものか。
財政課長　　　管理用備品は工作台や裁断機等である。また、一般教材備品は主にグランドピアノである。
吉田委員　　　小学校施設整備費のバリアフリー改修工事に関して、今後入学予定の子供に対する措置とのことだが、当該児童が住んでいる学区はどこか。
教育総務課長　長久手小学校区である。
吉田課長　　　他校にも同様の児童が入学予定の場合は、同様の措置をとるのか。
教育総務課長　教育委員会としては、同様の措置をとる考えである。
川合委員　　　預かり入湯税は、温泉の回数券を購入した当時に入湯税として受領しているものであるため、入湯税が課税免除となった現在、課税当時に温泉の回数券を購入した利用者に返金すべきものではないか。

長寿課長　　　入湯税は入泉行為が発生した際に生じるため、回数券購入時点では入湯税相当部分として預かり金となっている。回数券購入時点では税ではないため、税法上の処理の必要がないことは愛知県に確認した。また、預かり金の処理方法としては、株式会社長久手温泉との協議の結果、当面の間、利用者が課税当時に発行した回数券を使用した都度、入湯税相当額の金額（１５０円）を株式会社長久手温泉の収入として計上することとした。ただし、課税当時に発行した回数券が９万枚程度残っており、預かり入湯税相当額が温泉の決算上、負債項目として計上されてしまうため、株式会社長久手温泉との協議の結果、平成２６年度末に市への歳入として処理することとなった。
川合委員　　　課税当時に温泉の回数券を購入した利用者に返金するという手段もあったのではないか。
長寿課長　　　そのような取扱いをする方法も考えられるが、先に入湯税相当額を返還した方に再度入泉料として１５０円戴かないといけないため平成　２７年４月以降も課税当時の回数券が引き続き使用できる取扱いとさせて頂き、入湯税相当額は市の歳入として処理することとした。

川合委員　　　課税当時に回数券を購入した利用者に対して、期限を定めて返金するとし周知すべきではなかったか。今回のような処理は、通常の商取引では考えられない。
長寿課長　　　平成２５年度に入湯税課税免除を議論した際、及び平成２６年７月に課税免除を行った際にも市民に周知を行っている。また、温泉でも市民料金が５５０円から５００円となった旨を周知していた。
副市長　　　　入湯税課税当時に販売した入泉券には５５０円の入泉料と１５０円の入湯税が含まれている。法の趣旨からすると、入湯税は入泉の際に発生するものとされているが、現実に入泉行為が発生していなくても将来必ず市に納付されるものとして担保されているので、株式会社長久手温泉との協議の中で、利用者は入湯税課税当時に購入した入泉券には入湯税が含まれていることを承知で購入していると判断させて頂いた。なお、これによる市の収入は税として取り扱うことができないため、雑入として計上し将来の福祉の家の整備等に活用できる費用としている。
委員長　　　　そのような処理方法は、利用者に周知したのか。
副市長　　　　利用者に周知がされなかったことは反省する。
委員長　　　　預かり入湯税の処理方法について、株式会社長久手温泉とはきちんと情報共有できているか。
長寿課長　　　株式会社長久手温泉との協議では、専務、支配人と長寿課長及び担当者で話し合いを行っている。また、株式会社長久手温泉と行っている定例会議には副市長、福祉部長も出席している。
委員長　　　　議員側の理解が深まるよう、今一度説明資料を頂きたいがどうか。
副市長　　　　再度の説明になるが、入湯税として納められたものがいつまでも株式会社長久手温泉の会計に入っていることは好ましくない。また、利用者は契約行為の中で入泉券に入湯税が含まれているものとして購入しており、利用者から納付された税額が個人に返還されることはあり得ないため、利用者に対して改めて説明することは困難であると判断している。
委員長　　　　入泉行為が発生した際に入湯税が課税されるとするならば、回数券購入時点では税金ではないのではないか。
副市長　　　　契約段階では外形上、入泉料５５０円、入湯税分として１５０円で販売している。入湯税分として受領しているため、本人に返還するとの考えはなかった。
川合委員　　　回数券販売時に入泉料５５０円、入湯税１５０円として受領していれば問題ないが、入泉時に課税されるということであればつじつまが合わない。期間を決めた上で、課税当時の回数券を１枚使用する度に１５０円返還すれば済む話ではないか。そのような手続きを市が株式会社長久手温泉に対して提案できなかったことが問題である。
副市長　　　　入湯税相当額の１５０円を返還するタイミングを失してしまったこと、また利用者に周知しなかったことは申し訳なかった。
川合委員　　　市として常識に照らし合わせて市政運営して頂きたい。
加藤委員　　　青年就農給付金事業補助金に関して、青年とは何歳までのことか。
財政課長　　　営農開始時点で４５歳未満を条件としている。
加藤委員　　　今回追加申請のあった方はどのようか。

産業課長　　　瀬戸市在住の４３歳男性の方である。
加藤委員　　　現在、補助金を受けている方の人数はどのようか。また今後の展望はどのようか。

産業課長　　　今回の追加申請者を含め対象者は３人である。今後は、国の制度があるため、申請があれば対象となると考える。

加藤委員　　　市として当該事業のＰＲは行わないか。
産業課長　　　給付金を活用し農業参入される方が一人でも増えることを期待している。
伊藤委員　　　公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計操出金について、事業の遅れから減額するとのことだが、リニモの駅舎と接続する横断歩道橋の設計は平成２８年３月までに完成するのか。
区画整理課長　歩道橋の設計については、現時点で愛知県との調整事項が残っているが、今年度中に協議を終え、平成２８年度早々には工事が開始できるスケジュールで進めている。
伊藤委員　　　イケアからは何ら図面が提出されていないが、本当に間に合うのか。
区画整理課長　イケアの店舗への歩道橋のアプローチは、現在イケアと調整中である。愛知県の管理する駅舎との接続についても、耐震上の措置なども含めて今年度中に詰めていきたいと考えている。
質疑及び意見を終了

討論


反対討論なし

賛成討論なし

議案第４３号平成２７年度長久手市一般会計補正予算（第３号）について、全員が賛成。

議案第４３号は、原案のとおり可決
認定第３号
財政課長　　　認定第３号平成２６年度長久手市土地取得特別会計決算認定について説明
質疑及び意見なし
討論


反対討論なし

賛成討論なし

認定第３号平成２６年度長久手市土地取得特別会計決算認定については、全員が賛成。

認定第３号は、原案のとおり認定
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認

　　　　　
委員長　　　　閉会宣言

　午前１１時１７分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２７年１０月２０日

総務委員会委員長　　佐野尚人
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